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W102a ASTRO-H 搭載軟X線撮像検出器SXI の開発の現状
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我々は 2015年度打ち上げ予定のASTRO-H衛星に搭載される軟X線撮像検出器 (Soft X-ray Imager : SXI)の
開発を進めている。空乏層厚 200μmを有する裏面照射型CCD素子を採用し、 0.4-12keVと広いエネルギー帯域
の撮像・分光を実現する。また、大面積素子を 2x2のモザイク状に配置することで、有効撮像領域は 62mmx62mm
となり、X線望遠鏡と組み合わせて、38’x38’の広視野 を実現する。

現状では、CCD素子、カメラボディをはじめとする各コンポーネントの FMが揃い、サブシステムとしての機
能性能試験も一通り終了した。その結果、読み出しノイズや冷却性能等が目標を達成できていることが明らかに
なった。これをもって、今後は衛星に搭載されシステム全体の試験に臨むことになる。本発表では、以上のよう
な開発の現状について報告する。


